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　Plutoの像　1925年目12月23日にヰルソ

ン山天文塁でG・Snrombergがクック25セ

ンチ玉で引摂き撮影しておv・た二枚の原板

から最近Pluto　の襲見前の像が側見され

た．測定された位置は推算とよく一致して

居る．

　小遊星（22）カリオ〈：Kalliope號は10月

25日に衝になる・光度は9．4等で推算は以下

の様であるが早牛の計算が出品て居るから

相當信頼出細る．

10月2日
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　　26

2時　14．9分　　十150　　2／

　　8．8　9
　　1．8　1］
1　54　．5　9

　この小遊星はHindが1852年11月16日に

登見した星で軌道面の傾斜（工3・7度）がやN

大き）・以外は曹逓の小遊星である．

　長田彗星　この彗星は日当が早くなると

共に割合に湖評し易い場所にあって1苛ぼ一

箇月は充分に見える豫想であるが，登見後

約一箇刀を纏た8月17日に西天が割合によ

く晴れて居たので尾の検出の爲にF3鏡で

30分露出撮影した・此の爲眞に約一度許り

の長さの尾の痕跡はあるが思った程の結果

は得られなかった・襲口尻時Wi1SQn山の

至純では5度の尾が記錐されて居る・

　エンク’彗星　エンケ彗星は6刀14日及び

16　H　tc南阿ユ＝：オン天四坐で1卵員ilされて，

≡其の槻測位置から前號のBobone氏の登見

が確められた・エンケ彗星は襯測に都合の

悪）・場所にあったが去る8月中旬に蝸座の

南方に來たので推算をたよりに13cm　Come

t－Seekerで三晩探したが地李線近くで其の

　村　　　　要

i姿を捕へることが出來なかった・9月中旬に

は射手座近くに東進するから襯平出來るか

も矢日岡しない・

　：Ross　lens米軍ヤ1キス天文塁のRoss

氏の計算したR・ss　lensは約25度準方使用

出來る四角レンズで新式のものであり好評

を得て居るが同氏はこれを秘密にしてみる

ので詳細な設けは知り得なかったが，最近

自分の1エ。・・t・ipエe亡の設計と交換に同レン

ズの設計が手に入る事になった・自分の手

で出來るものなれば作って見たいと思って

居る・

　Simeis天交蔓の小遊星観測　日露にあ

るシメイス天文垂は1911年頃かちづ・遊星魏

測を始め今では斯界の櫨威ある：天文毫とな

って居る・器械は15センチのツァイス赤

道儀に口径12センチ，焦瓢距離60センチの

二個のテツサー。カメラを有し，可なり小

型で．あるが，レンズの廣角度と観測者の熟

練とまってハイヂルベルビ天交響と比肩し

得る好成績を墾げて居る・ハイラ㍉レベルビ

天文塁は微光のもの，同毫はレンズの廣角

度を利用して最：も多門のものを魏干してみ

る．襯測者はNeujmin，　Beljawsky，　Albitzky

氏等で，すでに確定せる新二見のil・遊星は

70箇に達して居る．Neujmin氏が原板上に

登見せる彗星も轍箇ある．僅か12センチの

口径で約十四等までの極めて正曜な槻測を

得て居るのはカメラを二個使用せるのと検

出方法によろしきものと思はれる．原板の

測定は二個の比較星による方法で比較星を

二組使って居るが焦黒占距離の短い割には極

めて頁好である・



496

観　　測　　帳
2

　　　　　　　　　　　花山天文塁　　申
　（50）ウラニア　此の小遊星は11月23日プ

レヤヂス群の僅か東で衝になる．衝の光度

は9．2等，推算位置は，

11月3日

　　11

　　19

　　Lt7

4時　13．9分　　十240　57／

　　7．0　十24　42

3　58．7　十24　19

3　or　O．1　十23　50

　此の小遊星は1854年7月22日にノ・インド

が鰻煙したもので推算は相野正確で推算位

置の極めて近くに見つかるだらう．

　（4）Vesta去る七月に6・0等の明る）・衝

になった既の小遊星は相にく悪天候に阻ま

目して充分見えなかったが，衝を過ぎてから

は南斗の上でよく観察され双眼鏡でよく見

えた・相當南天近いので肉眼では一寸見え

なかった捺である．

　皆既月蝕の爲眞　月蝕の爲眞は小望遠鏡

で山亭る天牛篇眞で最も面白）・もので，要

領は直径を2センチ以丁・’に小さく爲す事で

あり露出時間は替玉の窩眞を撮影するのと

殆んど同じであって，経国上普逼乾板よ璽

も整色乾板を使った黄色寓眞の方が掃け際

がはっき！出る．露出時間は終りに近づく

に從って2－3倍まで漸次に延長すればよい・

さて最後の月光がV・つとなく蒔くなって，

皆既蝕になると，赤銅色の淡》・圓が見え，

空には闇夜と同じく銀河も見えるし夜明け

近くであれば東天に黄道光も見える．自分

は皆既月蝕最中の月を撒回撮影して去る9

刀26日朝にも，この時はわざわざ普1通のイ

ーストマン40の乾板を使って撮影した・16

センチ鏡F3で開放して丁度十分かけて其

れで露出不足であった・以前の経験では全

色乾板を使へば，やし遽度は早くなるがそ

れでも十分間は必要であったので，其れ等

の黙を見ると皆既中の月は地球の大氣を一

　　村　　　　要
度遇過した光を反射して居るので非常に赤

いものらしい．將來も赤色光に感じる全色

乾板を使ふ事は大事な要件であらう・

　小遊星Saritfaか去る9・月19日朝赤樫0

時56分赤緯南16・5度を申心にして撮影した

小遊星撮影の原板に796番Sarltaとwふ9・8

等の小遊星がどうしても見當らないので困

って居た所19日夕方推算位置から7度早り

離れた原板の端1時20分南15。の黙に；其れら

しい條を見つけた，20日朝は容易に眼閥観

測が出陣た・餓り推算と離れて居るので早

速中央局に電報を打つたが，七度とはよく

もこんな大きなずれ方をしたものである・

　エンケ彗星　9月10日前後準夜3Dセンチ

屈折鏡で大分探したが見得らず，多分12等

以下と思はれた・銀河の眞中で星が多くて

困るし，Seeingが悪くて星がぼんやり見え

て分かりにくい．

　Algier天女蔓の小遊星観測　アフリカ

の北端にある　A191cr天文塁は昔から位置

天田學に熱心であるが，19ユ6年頃から小遊

星襯測を始めた．使用せる望遠境は，以前

Astrographic　catalogueの作成の爲に作られ

た窟眞望遠鏡であって，口径33センチ，焦

黒身距離は343センチのもので撮影し得る端

野は約三度李：方であるが，其の長徳黒占を利

用して專ら小遊星位置の精測の爲に使用し

て居る．爾ほ鳥眞法による位置測定に比較

星を五個使用して綿密に行って居るので観

測位置の正確なる黙には他の天丈ii蓋の精度

を遙かに抜ゾ・て居り一秒以下の誤差で観測

されて居る．目的の小遊星を一つづL撮影

して居るがそれでも今日までに狡い観野に

まぎれ込んだ約20個近い新小遊星を螢見し

て居る．近年佛ボルドー天文塁でも同種の

望遠鏡を使って同じ観測を始めた．


